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投
稿
募
集
中
！

①
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙

②
短
歌
・
俳
句
・
詩

③
子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
の
写
真

④
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
告
知
　
　 
な
ど

　
市
政
や
広
報
せ
と
う
ち
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
質
問
も
大
歓
迎
で
す
。

☆
応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

で
市
企
画
振
興
課
へ
送
付
す
る
か
、

市
役
所
・
各
支
所
・
裳
掛
出
張
所
に
設

置
の
意
見
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

☆
留
意
点

 

・
掲
載
の
都
合
上
、
投
稿
作
品
を
す
べ

　
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
原
則
と
し
て
、
原
稿
や
作
品
は
返
却

　
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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瀬戸内ものしり博士検定
　　  解答＆解説

本紙17ページの

　福岡城は、鎌倉時代末期に頓宮四郎左衛

門によって築かれました。「太平記」によれ

ば、観応元（1350）年足利尊氏が、子の直冬

追討のために大軍を率いて九州へ行く途中

福岡に滞在し、この城を本陣としたとされ

ています。応仁の乱後に、備前守護に帰り

咲いた赤松政則が、福岡城を攻略し、福岡

千軒を城内に取り込んだ城へと修築しました。

　その後、赤松・浦上氏と松田氏の対立に

より、福岡城をめぐって両者の合戦（福岡

合戦）が行われましたが、大永年間の大洪

水により吉井川が流れを変えたため、福岡

城は廃城となりました。

　福岡県の「福岡」の地名は、この備前福

岡を偲び命名されました。

　瀬戸内検定はこの回をもってお休みをさ

せていただくことになりました。ご愛読い

ただきありがとうございました。

■問い合わせ

　市商工観光課

　　０８６９－２２－３９５３

【正解】（ア）

【解説】

今月のおすすめ本

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　邑久町公民館図書室　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

和菓子のほん

江戸の子育て十ヵ条

中山圭子　文
　阿部真由美　絵

小泉　吉永　著

むしを たべる くさ
渡邉弘晴　写真

　伊地知英信　文

　春の桜、夏のせせらぎ、秋のも
みじ、冬の雪…。美を感じる心を
伝えてくれる和菓子の本です。材
料や作り方も載っています。　　
　　　　　　　　 （牛窓図書館）

　虫を食べる植物がいるって知
っていますか？ 不思議な仕組み
を持っている食虫植物たちの秘
密をさぐる写真絵本です。
　　　　　　　（邑久町公民館）

　およそ170年前に書かれた「養
育従来」をもとに現代の子育てに
も役立つ１冊です。
　　　　　　　　（長船町公民館）

白
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く
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ト
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バ
タ
ゴ
の
花

　
紺
浦
ク
ラ
ブ
（
牛
窓
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窓
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に
咲
く
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
の
花
。

牛
窓
町
と
姉
妹
町
縁
組
を
結
ん
で

い
た
厳
原
町
（
現
対
馬
市
）
と
平

成
４
年
に
交
換
し
た
記
念
樹
で
す
。

今
年
は
白
く
輝
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を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　
藤
原
　
實
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

短
歌

俳
句

冠
句

詩

村
山
の
中
に
一
本
立
つ
桜
　

白
光
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潮
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又
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岡
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か
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今
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し
く

咲
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い
る
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う
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と

　△山本敏子さん（牛窓町牛窓）

岡本波瑠美さん（邑久町尾張）
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横
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